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総 務 分 科 会

　Net119事業はどのようなものか。

　音声に頼らずに操作できるため、聴覚・言語障害のある方が、スマートフォン

などから救急車や消防車を呼ぶことが可能となる。

　スマートフォンなどを利用し、画面タッチや簡単な文字入力で、消防車や救急車

などの必要な情報を選択すると、選択した内容が消防本部のパソコンに送られてく

る。その際、チャット方式やGPS機能によって所在地確認を行うことができる。

　現在、電話以外の救急通報手段として、FAX119と119番メール通報があり、事

前登録で対応している。FAX119の登録者は47名で、119番メール通報の登録者は

52名であることを踏まえ、今回のNet119も50名前後の登録を見込んでいる。

答弁

（概　要） 　聴覚・言語機能障がい者の方がスマートフォンなどにより緊急通報を行うシス

テムを整備する経費を計上するもの。

議案第１号　平成31年度鈴鹿市一般会計予算

質疑

○Net119整備費　198万3,000円

　共同作業場の使用料について、将来の消費税率の変更に対応できる規定にはしない

のか。

答弁

（概　要） 　消費税法などの一部改正に伴い、鈴鹿市一ノ宮共同作業場の使用料を改定するほか、

所要の規定整備を行おうとするもの。

質疑

議案第23号 鈴鹿市共同作業場条例の一部改正について

産業建設委員会

　使用料については、消費税を含めた金額を条例で定めている。利用者に分かりや

すいように一定の金額を明示しているため、今後も消費税率の変更があった場合は、

条例を改正することが適切と考えている。

　予算の審査については、総務、文教環境、地域福祉、産業建設の各分科会に分かれ、それぞれの

所管に属する予算について詳細な審査を行いました。その後、予算決算委員会の全体会においては、

各分科会から審査の経過と結果の報告を受け、審査を行いました。

予算決算委員会

（概　要） 　三重県が、地震・津波対策の一環として整備する「DONETを活用した津波予測・

伝達システム」に関するシステム整備費協力金として、関係市町で負担する経費を

計上するもの。

○DONET整備事業費　45万7,000円

　　


